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Abstract

Thispaperintroducedanumberofresultsfroma2007surveyonthesituationregardingthe

implementationofintegratedcourses,whichwasconductedasonepartofaresearchstudyinto

futureapproachestouppersecondaryeducation,anda1999surveyconductedbyapanelof

researchstudycollaboratorslookingatfutureapproachestointegratedcourses.Thepaper

analyzedtrendsinintegratedcoursesandsortedthroughfutureissues.Asaresult,thefollowing

10issueswereraised:

1.Thecharacteristicsofintegratedcoursesarebeginningtoweakenasaresultoftherapidrisein

thenumberofintegratedcoursesandtheappearanceofgeneral-course,credit-systemhigh

schools.

2.Theneedsofpupilsseekingdetailedcareerguidanceandenhancedguidancewhenselecting

subjectsarenotbeingmet.

3.Fields(courses)andsubjectnumbersarebeingadjustedandthebreadthofchoicesis

contracting.

4.Thesituationinwhichfacilitiesandequipmentareunabletokeeppacewithstudents'needsis

becomingmoreserious.

5.Thecapacitytobuildcooperativestructureswithinschoolsisbeinglost,andthedegreeof

dependencebeingplacedonhomeroomteachersisincreasing.

6.Thenumberofteachinghoursandthenumberofsubjectstaughtbyteachersisincreasing.

7.Thedifficultyinadministeringgradesandotherdataandtherigidityoforganizingtimetablesis

becomingmoresevere.

8.Thedifficultiescausedbyincreasingthenumberofpart-timeteachersandsecuringpart-time

teachersarebecomingmoreserious.

9.Theincreasingnumberofmeetingsheldafterschoolisreducingthetimethatcanbespent

buildingrelationshipswithstudents.

10.Thequalityofclassesisdeclining.

Goingforward,thereisaneedforinitiativesthatovercometheseissuesandmake

integrated-coursehighschoolsintocompleteentities.

*教育課程センター基礎研究部総括研究官
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1.は じめ に

国立教 育政策研 究所おいて平成18年 か ら進 めてきた 「今後の後期 中等教育の在 り方に関す る調査

研究」では、平成3年 の中央教 育審議会答 申 「新 しい時代 に対応す る教育の諸制度の改革」以降の

高校教育改革 に焦点を当て、その成果 と課題等 について分析 ・検討 した。なかでも総合 学科 は、 こ

の答 申に よる 「普通科 と職業学科 とを統合す るよ うな新たな学科 を設置す ることが適 当(1)」とい う

提言 を うけて新たに創設 された ものであ り、高校教育改革 の理念 を体現す るパイオニア的役割 を担

うこ とを期待 されていた。

この総合学科は、普通教育及 び専 門教育を選択履修 を旨 として総合的 に学習 させ、原則履修科 目

である 「産業社会 と人 間」 に象徴 され るよ うに、生徒 の進路への 自覚 を深め させ る学習を重視す る

点 に大きな特徴があ り、平成6年 に全国で7校 に設置 され てス タ0ト して以来 、平成19年 には国公

私立 をあわせ て316校 に急増 してい る(2)。

本稿 では、平成19年 に 「今後の後期 中等教育 の在 り方 に関す る調査研究」の一環 として実施 した

総合学科 の調査の結果 を、平成11年 に 「総合学科の今後 の在 り方に関す る調査研究協力者会議」が

実施 した調査(3)の結果 と比較す るこ とを中心 に、その動 向を分析 し、今後の課題 を整理 したい。

2.平 成19年 調査の概要

(1)調 査の種類

①学校調査…平成16年 度に総合学科を設置 している全ての学校を対象とし、校長、又は校長の依

頼した取扱者が回答(悉 皆調査)

(主な調査項 目)

・総合学科の設立に関する事項

・科目選択の方法や指導体制に関する事項

・開設科目と分野(系 列)に 関する事項

・「産業社会 と人間」の指導体制や学習活動に関する事項

・「課題研究」の実施と指導体制に関する事項

・進路指導の体制や工夫に関する事項

・ホームルームの編成や実施に関する事項

・学校間連携の実施に関する事項

・学校外の学修の単位認定に関する事項

・近年の入学者数、卒業者数、進路の状況に関する事項 など

②生徒調査…学校調査の実施校の最終年次の生徒から、それぞれ45名 を上限として抽出し、回答

(標本調査)

(主な調査項 目)

・総合学科への満足 ・不満に関する事項

・総合学科の特色の受けとめ方に関する事項

・総合学科への進学の選択に関する事項

・科目を選択する基準に関する事項

・「産業社会と人間」を学習する意義に関する事項
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・「課題研究」を学習する意義に関する事項

総合学科の動向に関する調査結果

な ど

(2)回 収 状 況

① 学校 調 査 …97.5%(235校)

② 生徒 調 査 …9,238人(233校 、 1校 平均約40名)

(3)実 施時期

平成19年9月 実施

(4)留 意事項

調査項 目は、平成11年3.月 か ら5.月 に 「総合学科 の今後の在 り方 に関す る調査研究協力者会議」

が実施 した調査 との比較対照を念頭 において設定 した。

(5)結 果の公開

調査票(学 校調査票、生徒調査票)と 集計結果については、平成19年度調査研究等特別推進経

費調査研究報告書 『今後の後期中等教育の在 り方に関する調査研究(「総合学科に関する調査」報

告書)』 に掲載 している。

3.生 徒 調査の結果か ら

ここでは、生徒調査 の結果か ら、特徴的な ものを選 んで紹介す る。

(1)総 合学科の特色について

総合学科 の特色につ いては、「自分の興 味 ・関心等に応 じて 自由に科 目を選択 し学習できる」を筆

頭 に、 「自分の進路 について学び、 じっ くりと考えるこ とができる」 「進学に も就職 にも柔軟 に対応

できる」「生徒がいきい きと学習や諸活動 に取 り組 んでい る」といった上位4項 目について、6割 以

上 の生徒 が肯定的評価 を している。 この ことか ら、総合学科設置の理念は概 ね生徒 に理解 されてい

るこ とが分 かる。

【平成19年 調査 】
咄E鵬4臨 巳鵬 呂臨1日 臨

自分の興味・閨心等に応じて自由に

科目を選択し学習でき葛

目分の進路にっいて学び、
じコくり考えることができる

進学にも就職にも

柔軟に対応できる

生徒がいきいきと学習牛

諸活動に取 唄粗んでい葛

地埴と連携した学習や行事等が
重視されている

校則が経申かで自由な
雰囲気であ葛

■モ う思 う 囲庄あモ う思 う ロあま 喚モ う思わない ロモう思 わない 目わからない
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(2)総 合学科 に進学 した理 由

【平成19年 調査】

やりたい勉強ができる

自由に学ぷ科目を選択できる

学力にあっている

個性を伸ばすことができる

進路についてじっくり考えられる

親や先生がすすめた

特に理由は怠い

京尤職【こ有弄1」

進学に有利

友人が希望していた

モの他

【平成11年 調査】

やりたい勉強ができる

自由に学ぷ科目を選担できる

学力にあっている

個性を伸ばすことができる

進路についてじっくり考えられる

親や先生がすすめた

特に理由ほ屯い

就職に有利

進学に有利

友人が希望していた

モの他

総合学科 に進学 した理 由では、平成19年 調査お よび平成11年 調査 のいずれにおいて も、上位2項

目の 「や りたい勉強がで きる」「自由に学ぶ科 目を選択 できる」を選んだ生徒の割合 が、他 の項 目と

比べて圧倒 的に多い。 その他 の項 目については、 ほとん ど順位 は変 わ らない。

ただ、上位2項 目の割合は、平成11年 調査 に比べ平成19年 調査では 「や りたい勉強ができる」が

64.4%か ら52.7%、 「自由に学ぶ科 目を選択でき る」 が66.3%か ら48.8%へ と大き く減少 している。

その一方 で、 「特 に理 由はない」の割合 は6.7%か ら12.2%と 倍増 してい る。

これ らの ことか らは、中学生が総合学科 を進路 として選択す る際には、教科 ・科 目の選択 の充実

度 が大きな判断材料 になっているこ とが分かる一方、それ らについての魅 力は低下 しつつある状況

が分か る。 この背景の一つ としては、単位制 の普通科 高校 の出現や総合学科 高校 の急激 な増加 によ

って、総合学科の個性 が相対的に弱 ま りつつあることもあるのではなかろ うか。
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総合学科の動向に関する調査結果

(3)総 合学科 について満足 している点

【平成19年 調査 】

興味・関心等に応じて教科・科目を選択できる

多様ね選#R科 目が開設されている

進学にも就職にも対応した教科・科目在選択できる

進路等に目的を持つことができる

幅広い六間関係を得ることができる

体験的・実践的ね学習活動ができる

施設・設備が充実している

単位制ねので自分のペースで学習できる

地域の社会人等から学ぷ機会が多い

教員が熱意をもって指導している

ホームルーム活動や課外活動が活発である

その他

【平成11年 調査 】

興味・関心等に応じて教科・科目を選択できる

多様怠選択科目が開設されている

進路にも就職にも対応した教科・科目を選択できる

進路等に目的を持つことができる

幅広い人間関係を得ることができる

体験的・実践的ね学習活動ができる

施設・設備が充実している

単位制怠ので自分のべ一スで学習できる

地域の社会人等から学ぷ機会が多い

教員が熱意をも,て指導している

ホームルーム活動や課外活動が活発である

モの他

総合学科 に満足 している点につ いては、平成19年 調査 と平成11年 調査 を比べ ると、「興 味 ・関心等

に応 じて教科 ・科 目を選択できる」 「多様 な選択科 目が開設 され てい る」 「進学 にも就職 に も対応 し

た教科 ・科 目を選択 できる」 といった項 目についての順位 は変わ らず、1位 か ら3位 までを 占めて

いる。 この結果は、総合学科設置 の理念 を生徒 も実感 できる教育活動 が実際にな されているこ とを

示 している。 しか し、 「興味 ・関心等に応 じて教科 ・科 目を選択 できる」は7割 弱だが、 「多様な選

択科 目が開設 されている」「進学 にも就職 にも対応 した教科 ・科 目を選択できる」については3～4

割程度の肯定的評価 しか受 けていない。 この ことは、 これ らの割合 を高 めてい くための取 り組みが

今後 も引き続 き必要な ことも示 してい る。

また、その他の項 目の割合には大 きな変化 はない ものが多いが、平成11年 調査 で4位 の 「施設 ・

設備 が充実 してい る」につ いては、平成19年 調査では7位 と低 下 してお り、割合 も24.8%か ら17.5%

に減少 している。 この背景 には、総合学科 の急増 と、それ に伴 う後発総合学科 の設備や予算 の問題

な どがあるのではなかろ うか。
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(4)総 合学科 について不満足な点

【平成19年 調査 】

進路について考える時間削もっと必要

施言量■言量イ擶力「不十分である

進学が難しい

選択科目の分野や数が不十分

体験的・実践的ね学習活動がもっと必要

地域の社会人等から学ぷ機会がもっと必要

教員が熱意をも,て 指導してい屯い

ホーム」レーム}古動や言果タト}古動力、}古発でなし、

興味・関必等L応 じた教科・科目を選択 ござない

六間関係が希薄である

就職が難し1,、

モの他

【平成11年 調査 】

進路について・考える時間がもっと必要

施言量■言圭ヒイ倖吉±〕「不一十分である

進学が難しい

選択科目の分野や数が不十分

体験的・実践的怠学習活動がもっと必要

地域の社会人等から学ぷ機会がもっと必要

教員が熱意をもって指導していノヨい

ホームルーム活動や課外活動が活発で怠い

興味・関心等に応じた教科・科目を選択できねい

人間関係が希薄である

就職が難しい

モの他

総合学科 に不満 足な点 については、平成19年 調査 と平成11年 調査のいずれ においても、「進路 につ

いて考える時間が もっ と必要」が1位 であ り、割合 も3割 近 くになってい る。 このことか らは、生

徒 がもっ ときめの細かい進路指導 ・科 目選択等 の指導を求 めてい ることが伺 える。 この背景 の一つ

には、教科 ・科 目選択 の決定の方法や時期 の問題な ども考 え られ る。

また、平成11年 調査 で4位 の 「施設 ・設備 が不十分である」については、平成19年 度 では2位 に

上昇 してお り、割合 も16.4%か ら24.0%に 増加 してい る。施設 ・設備 の充実を求 める生徒 の増加 の

背景の一つ には、総合学科の施設 ・設備 の整備 が生徒 のニーズに追 いつ けない現状が深刻化 してい

る状況がある。総合学科 を設置す る学校 が増 え続 けてお り、また財政難 も相 まって、後発 の総合学

科高校 への施設 ・設備充実のための予算が不足す る事態 な どが生 じてい るのではないだろ うか。

さらに 「体験的 ・実践的な学習活動 がもっ と必要」「地域 の社会人か ら学ぶ機会 が もっ と必要」「教

員 が熱意 を持 って指導 していない」 といった項 目も、平成11年 調査 と比べて平成19年 調査 では順位

が上昇 している。これ らの背景 には、総合学科 にお ける教員 の多忙 さが背景にあるのか もしれ ない。
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総合学科の動向に関する調査結果

(5)「 産 業社会 と人間」 を学ぶ意義

【平成19年 調査 】

自己の 個性に,い て理解を深ぬ 伸ばモうとする

意散を持工 とができ馴 ・・9脚 〕

働く意義を理解し将来の生き方や進蹄=

目標在持つことができる 〔n=91鵬〕

学ぷことの意義や 目的を理解し、縮合学科における

教科・科目O適 切竜選択にiA立てることができる〔[申1日1〕

異なる世代とのコミュニケーション能力を

高曲ることができる〔n=91飼

調査・研究、モれに基づく発表・討論・職場体駐等を通じτ㌃

主体的td学 習態度を身1=付1†ることができる〔n=9161)

■モう思う 囚ま面モう思う 口面まリモう思わない ロモう思わない 日わ力、らない

【平成11年 調査 】

自己O個 性1=ついτ理解を深め、伸ばモうとする

意散を持つことができる 〔[=1田9〕

働く意義を理解し将来の 生き方や進蹄に

目標を持つことができる 〔[=1田7〕

単ひことO意 義や 目的在理解し、縮合学科における

執科・科 目の適切む選択に世立τることができる〔n=isay)

異なる世代とOコ ミュニケーション能力を

高めることができる〔。・1387)

調萱・研究、モれに基づく発表・討論・購場体駅等を通じτ、

主体的む学習態度を身に付けることができる 〔[=1389)

ロモう思う 回ま面モう思う ロ面まリモう思わない ロモう思わない □わ加らない

総合学科 の原則履修科 目である 「産業社会 と人間」は、① 自己の生 き方 を探求 させ るとい う観 点

か ら、 自己啓発的な体験学習や討論 な どを通 して、職業 の選択決 定に必要な能力 ・態度 、将来の職

業生活に必要 な態度や コ ミュニケー シ ョン能力 を養 うとともに、 自己の充実や いきがいを 目指 し、

生涯 にわたって学習に取 り組 む意欲や態度 の育成 を図 る、②現実の産業社会や その中での 自己の在

り方生き方 について認識 させ、豊かな社会 を築 くために積極 的に寄与す る意欲や態度 の育成 を図る、

とい った 目標 を掲 げている(4)が、平成19年 調査 では、各項 目で7割 前後の肯定的評価 が見 られ る。

また、平成11年 調査 と比べ て、各項 目の肯定的評価 の割合はそれ ぞれ増加 してい る。この ことか ら、

「産業社会 と人間」を学ぶ意義 については、生徒 にも概 ね理解 され てい ると同時に、そのね らいに

対 して も生徒 の評価 が高 まっているこ とがわかる。関係教員の地道 な努力 と工夫 の積 み重 ねが報わ

れた結果 になっている。

前項の 「総合学科 に不満足な点」 において 「進路について考 える時間が もっ と必要」 とい う項 目

が1位 であった こともこれ に併せ て考 えると、生徒は将来 を見据 えた、 きめの細 かい進路指導 ・科

目選択等 の指導の充実 を今以上に求 めてい ることが伺 える。
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4.学 校 調査の結果か ら

次 に、学校調査の結果 か ら、特徴的な ものについて紹介す る。

(1)分 野(系 列)や 科 目を選択する際の指導体制

【平成19年 調 査】 【平成11年 調査 】

平成19年 調査 と平成11年 調査 では、分野(系 列)や 科 目を選択す る際、「ホームルーム担任 と産業

社会 と人間の担 当教員」「ホームルー ム担任 、進路指導担 当教員 、産業社会 と人間の担 当教員 」とい

った体制 で指導 される場合があわせ て5割 前後 であ り、その他の項 目の順序に も大 きな違 いは見 ら

れ なかった。ただ、平成19年 調査では 「ホー ムルーム担任 のみ」で科 目選択 を指導す る割合 が13.3%

となってお り、平成11年 調査 の割合 の7.5%と 比べて急増 してい ることか ら、ホームルーム担任への

依存度の高ま りが見て とれ る。

(2)「 産 業社会 と人間」 にお ける指導体制

【平成19年 調査】 【平成11年 調査】

平成19年 調査 と平成11年 調査 では、「産業社会 と人間」の指導体制の順位 に違いは見 られなかった。

ただ、平成19年 度調査 では 「ホームルーム担任 のみ」で指導す る割合 が28.2%で 、平成11年 調査の

16.8%と 比べて10%以 上増加 している。一方 、平成19年 度調査では 「ホームルー ム担任 と他 の1名

の教員 に よるテ ィーム ・テ ィーチング」で指導す る割合 が31.2%で 、平成11年 調査の45.8%と 比べ
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て15%程 度 の減少が見 られ る。 ここにもホームルーム担任への依存度 の高ま りが見て とれ る。 この

結果は、「特定の教科 に相 当 しない 内容 の学習 を行 う場合 には免許状 の教科 を問わず指導 し、特別な

知識 ・技術 を必要 とす る内容 の学習 を行 う場合 には当該学習内容 と関連の高い教科の免許 を有す る

ものが 中心 とな り、複数 の教員 によるテ ィー ム ・テ ィーチ ングに よって指導す る」(5)こととされて

いる 「産業社会 と人間」 の性格 上、果た して 「ホームルー ム担任 のみ」で十分 な指導がな されてい

るのかにつ いて疑問を残す ものである。「ホー ムル ーム担任のみ」で実施 している学校の実態調査 も

今後必要かも しれない。

(3)「 課題研究」を実施す る際の取 り組み方法

平成11年 版学習指導要領以降、原則履修科 目でな くなった 「課題研究」ではあるが、生徒への取

り組ませ方 にも、大きな変化 が見 られた。 平成19年 調査 では 「生徒 が個人 として取 り組 む」 の割合

が50.0%で 、平成11年 調査の15.2%と 比べて大幅 に増加 してい る一方、平成19年 調査では 「生徒が

個人で取 り組む場合 もグループの場合 もあ る」 の割合 が36.5%で 、平成11年 調査 の80.4%と 比べて

大幅 に減少 してい る。

(4)「 課題研究」の指導体制

【平成19年 調査 】 【平成11年 調査 】

「課題研究」の実施体制 については、平成19年 調査 と平成11年 調査 も、「課題別 に担 当教員 を決 め

てい る」がいずれ も1位 であ り、割合 も8割 前後 になってい る。 ただ、平成11年 調査では0%で あ

った 「ホー ムルーム担任が指導」の割合 が、平成19年 度では6.1%に なってい る。生徒が 「多様な教
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科 ・科 目の選択履修 によって深 め られた知的好奇心等 に基づいて 自ら課題 を設 定」(6)することにな

ってい る 「課題研 究」では、ホームルーム担任 がクラスの生徒の指導 をま とめて引き受けるこ とは

困難なはず である。

また、前節 の 「「課題研究」 を実施す る際の取 り組み方法」において、 「生徒 が個人 として取 り組

む」場合 が大幅 に増 えてい る実態 と併せて見る と、ます ますホームルーム担任 がクラスの生徒の指

導 をま とめて引き受 けるこ とは困難 になっているはずである。 この結果は、 「課題研究」 において、

十分な指導 がなされているのかについて疑問を残す ものである。「ホームルー ム担任 のみ」で実施 し

てい る学校 の実態調査 も今後必要 かも しれない。

(1)(2)(4)で 「分野(系 列)や 科 目を選択す る際」、 「産業社会 と人間」、 「課題研 究」の指導体

制 の動向を見 る限 り、いずれ もホー ムルーム担任のみで指導す る割合 が急増 してい る。 これ らの指

導 においては、本来、教員間の協業体制の充実 が望ま しいはずであるが、実際にはホームルーム担

任への依存度 の上昇 、担任任せ の実態の増加 とい う動き となっている。生徒調査 では、生徒 がもっ

ときめの細 かい進 路指導 ・科 目選択等の指導 を求 めるよ うになっていることが伺 えたが、その一因

には、 このよ うな指導体制の変質 があるのではなか ろ うか。

(5)選 択科 目の開講に必要な最低の履修人数

【平成19年 調査 】 【平成11年 調査 】

卜 聖」

選択科 目の開講に必要 な最低 の履修人数 を定 めてい る学校の割合 は、平成19年 調査では80.2%と

なってお り、平成11年 調査の64.5%と 比べ、15%以 上の増加 が見 られ る。

(6)単 位制の活用において、履修年次を特定の年次に指定している科目の状況

【平成19年 調査】 【平成11年 調査】
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平成19年 調査では、履修年次の指定 について 「必履修科 目のみ年次を指定」の割合 が9.1%と なっ

てお り、平成11年 調査 の26.2%と 比べ、3分 の1程 度 に減少 してい る。一方、平成19年 調査では 「必

履修科 目+年 次 ごとに選択でき る科 目を指定」の割合 が85.8%と なってお り、平成11年 調査 の70.1%

と比べ、15%以 上の増加 が見 られ る。

この よ うな、必履修科 目に加 え、年次 ごとに選択できる科 目を学校 で指定す る学校が急増 してい

る実態 と、前節の選択科 目の開講 に必要な最低履修人数 を 「定めている」 とい う学校の割合 が急増

してい る実態、 さらには 自由記述欄 に見 られ た分野(系 列)数 の縮減傾向 とを併せて見 ると、分野

(系列)や 科 目数を整理 し、効率 の良い履修 をすすめ よ うとす る学校 の動向が見 て とれ る。生徒調

査 か らは、生徒は教科 ・科 目の選択 の充実を一層求めていることが伺 えたが、その一因には、この

よ うな科 目数 の整理 、選択幅の減少 があるのではなかろ うか。

5.今 後 の課 題

これまで紹介 した調査結果か ら指摘でき る総合学科の課題は、次 の5点 にま とめ らる。

①単位制普通科 高校 の出現や総合学科数 の急増に よ り、総合 学科 の個性 は相対的に弱ま りつつ

ある。

② よ りきめの細かい進路指導 ・科 目選択指導の充実を求 める生徒 の希望に応 え られていない。

③分野(系 列)や 科 目数が整理 され、選択 の幅が狭 ま りつつある。

④施設 ・設備 の整備 が生徒 のニーズに追 いつ けない事態が深刻化 してい る。

⑤校 内で協業体制 の構築の余裕 が失われ 、ホームルー ム担任へ の依存度 が高 ま りつつある。

これ らの課題 を改善す るためには、もちろん各学校の努力 と工夫が必要ではあるが、それ ばか りで

は十分ではない。行政 的な対応 も並行す ることが求め られ よ う。

さらに、学校調査 に設 けた、総合学科の成果 と課題 に関す る自由記述欄 に も、統計には現れ にく

かった課題 について数多 く指摘 され ていた。 それ らの うち、①か ら⑤ に重複す るもの を除いて、代

表的な ものを5点 紹介す る。

⑥各教員 の担当科 目数 と授業 時間数が増加 してい る。

⑦時間割編成の硬直化や成績等 の管理 の困難 さが深刻化 している。

⑧非常勤講師の増加お よび非常勤講師の確保の困難 さが深刻化 してい る。

⑨放課後 の会議 の増加 によ り、生徒 との関係 を構築す る時間が減少 している。

⑩授業 の質が低 下 しがちである。

これ らの うち、⑥⑦⑧ は、生徒 の選択の幅を広 げよ うとすれば必然 的に生 じる課題であ るとい うだ

けではな く、少子化等 による入学生徒の減少 に因す る教員定数の減少 の問題 も背景 にあ る。 また⑨

⑩ の背景には、教師の多忙がある。特 に⑩ については、

③各教員 の担 当科 目数 が増加す る と、教材研究の時間等 に必要な時間が増加す る。また、専門外

の教科 を担 当す る ことも増 えるので、その場合 は さらに教材研究の時間が必要になる。しか し、

総合学科 の現状 では、その よ うな時間の確保は とて も望 める実態 にない。

⑮一つの科 目を一人 の教員が担 当す る場合 も多 くな り、その場合 は教員同士で授業づ く りな どに

ついての情報交換や交流が成立せず、授業 の質 を高めあ うことが難 しい。

とい った原 因が挙げ られ ていた。授業の質の低下は、学校教育の根幹 に関わ る問題であ るだけでな

く、生徒指導等 に際 しての教師の指導力の低 下をも招 くことにな り、看過できない問題 であろ う。
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6.お わ りに

本稿 では、総合学科 に関す るアンケー ト調査 の結果 の一部 を紹介 し、総合 学科 の動向 と課題 を中

心 に紹介 し考察 した。 その為、総合学科には問題が多い と感 じられ るかも しれ ない。 しか し、総合

学科で実際に学んでいる生徒の満足度は、平成19年 調査では 「満足」「ほぼ満足」といった肯定的回

答 が8割 以上 になってお り、平成11年 調査 と比べて も増加 してい る。 この ことは、総合 学科 の理念

が確実に浸透 し、実態 もそれに伴 うもの として評価 され るよ うになってきているこ とを示 してい よ

う。

総合学科で学ぶことへの満足度

【平 成19年 調 査 】 全体(n=9238)

【平 成11年 調 査 】 全体(n=1384)

創 設 され て15年 、様 々な課題 を抱 えなが らも、総合 学科 の取 り組み は生徒 か ら評価 され てお り、

創設のね らいは着実に現実の もの とな りつつある。 これ も、多 くの困難 を克服 しなが ら、現実的な

対応 を前向きに積 み重ねて きた各学校の取 り組みが実を結 んだ もの と言 える。総合学科は未来 を見

据 えた学科 である。 その総合学科 は今、特別 な高校であった段階か ら、身近な高校 としての段階に

移行 しつつ ある。本稿 のね らいは、この新 しい段階での総合学科が これか ら立ち向か うべ き課題 を

整理す ることにあった。 これか らも、現実的な取 り組 みの中で これ らの課題 の克服が 目指 されてい

くこ とになろ う。

【註 】

(1)平 成3年4.月19日 中央教育審議i会答申 「新 しい時代に対応する教育の諸制度の改革について」第H部 第1章 第1。

(2)学 校基本調査平成19年版による。

(3)平 成11年 の調査は、総合学科の今後の在 り方に関する調査研究協力者会議 『総合学科の今後の在 り方について～個性

と創造の時代に応える総合学科の充実方策～(報 告)』(平 成12年1.月20日)の55～130頁 に掲載 されたもので、学校調

査は平成10年 度に総合学科を設置 していた全高校107校 を対象に悉皆調査をおこなっている。また、在校生調査は、3

年次の生徒を対象に、設置校より学級規模等を勘案 して抽出した34校で実施 している。実施時期は平成11年3.月 か ら5

月であり、学校調査の回収率は100%、 在校生調査は1582人配付1518人 回収、回収率96%で あった。

(4)平 成5年3月22日 『総合学科について』(通知)。

(5)同 上書。

(6)同 上書。
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